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? ???? で、(5) は 仁I:qこ三条、(7) 











「顔延之臼""'"'-Jとして説を引くのは、「三 資料j の整理番号で(1 )より
( 8 )、そして (10) (11) の---0条で、「顔特進iヨ"'V，._. J として引くのが、














































































ではなくて、実は「儀Jr誠J i文J という 関係で関わりあって
この章の章嵩となっているのである。そうであれば、顔延之の論語談としては、
(4) 


















































































































































ら、 q受潤の諮」、 I}誇受の慰j の一 いならば、それは「明J であるばか
















































































































































































( 5 )馬本は、文字を義手:に作る。経文の辞気j との対応で考えると、
義字に作るのは誤りであろうっ
(6 )根本本、馬本は、策字を策学:に作るつ根本本、 j詩本の誤りであろう。
(7 )馬本は、 j関学を恕字に作る会 jZ3本が文意をもって改めたのであろう。
(8)根本本、 j高本は、語字の下に抑字がある。
(9) 15関正義所引、根本本、 j需本は、 下学を;1霊字に作る。 1ヨ抄本各本は下
字である、根本氏が背1)常正義所引によって改めたのであろうか。
(10)部涛正義所ー引、根本本、 j3本は、必有大成量也六学が無い。 I日抄本各
本(足利本を含む)には、この六字があるので、根本氏が校言Tの!療に削
除したのかもしれない c 文明本に「己下六字イの校記があるので、
1ヨ抄本中にこの六字がないテキストがあるのであろうか。
(大妻女子大学短期大学部)
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